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食嗜好に関する一考察　　　クラスター分析をもとにして
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　目的　食嗜好は個人差が大きく研究対象としにくいものであるが，最も重要な要因であ

る味との関連の考察を通し，特性を見い出すことを試みた。

　方法　18歳～19歳の女子学生92名について，甘味・酸味・塩味・苦味の官能検査を行っ

た。試料としては各々，サッカロース・クエン酸・塩化ナトリウム・カフェインを蒸留水

に溶かし, 10段階の異なる濃度の溶液を用いた。又，同一被験者に４味についての嗜好を

アンケート調査した。官能検査の４味の同値の４数値と，アンケート調査の４味の嗜好を

得点化した４数値の合計８つの数値を変数として，クラスター分析を実施し考察した。

　結果　クラスター分析の結果，本研究の被験者は以下の５つのグループに類型化された

。第１類型：甘味・酸味を好み，塩味・苦味を好まない。好む味党の判別は鈍いが，好ま

ない味覚の判別は鋭い。第２類型：好みは第１類型と同じである。判別は反対で，好む味

覚の判別は鋭いが，好まない味覚の判別は鈍い。第３類型：甘味・酸味を好まず，塩味を

好む。甘味・塩味・苦味の判別が鈍く，酸味の判別が鋭い。第４類：酸味・苦味を大変好

まない。全ての味覚の判別が鈍い。第５類型：４味全てを好む。４味全ての味の判別が鋭

い。
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　目的　近年、市販飲料の穐類が増加し、若年層における過剰な摂取は肥満を誘発するな

ど健康面及び各国の食文化の形成にも影響している。そこで、コーヒ７、紅茶、牛乳など

各種飲料の飲用状況とイメージを、日本と韓国の大学生男女を対象にアンケート調査を実

施し、民族間及び男女間の相違を員べた。

　方法　試料とした飲料は、コーt ー、紅茶、緑茶、･ウーロン茶、ミネラルウオーター類.

牛乳、オレンジジn. ―ス類、コーラ類.スポーツドリンク類、栄養ドリンク類.ヨーグル

ト類の11種とし、伝統的な飲料として日本では抹茶を、韓国では人暮茶を加え、なじみ

の少ないウーロン茶を除いた。嗜好性は、飲用状況とコーヒーと紅茶に用いる砂糖量で臍

べた。イメージ≫i、r古めかしい」に対し「近代的」、「健康」に対し「不健康」とする

12種の語句を用いる±7段階のs.D 法で調べた。飼査は1994年７月、香川県で男女199

名、尚州市で男女200 名.計男女399名を対象に実施した。

　結果　飲用状況は、毎日. 週2 ･ 3回、週1 回、年１回、飲まないの５項目で調べたが、

毎日飲んでいる飲料は、日本では男子の約30％がコーヒーとウーロン茶をあげ、女子の

50％がウーロン茶をあげた。これに対し韓国では品種が多く、男女ともコーヒー、ミネラ

ルウオーター類を60～72％の者が、次に牛乳、コーラ類を30～50％の者があげた。コー

ヒー、紅茶に用いる砂糖量は、スプーン２杯以上という甘味を好ts回答は少なく、逆に紅

茶には砂塘を用いない者が両国とも約30％いる。コーヒーの近代的イメージは韓国で強く、

牛乳の健康的イメージは両国とも女子の方が強いことなど民族及び男女差がみられた。
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